
令和６年度 水資源功績者表彰について

✦ 健全化会議における長年に渡る
功績により、今年度、水資源功績者
として、虫明先生が表彰されました

水資源功績者表彰：水資源開発・
利用、水源の涵養、健全な水循環の
維持又は回復等水資源行政の推進に
関し、永続的に尽力するなど、特に顕著
な功績のあった個人及び団体を表彰
するもの。

令和６年８月２日に、「水の週間」
（８月１～７日）の関連行事の中で、
同表彰の表彰式が行われました。

国土交通大臣からの表彰状授与



■
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
概
要

　
印
旛
沼
は
、千
葉
県
北
西
部
、都
心
か
ら
50
㎞
圏
内
に
位
置
し
、流
域
面
積
は
５

４
１
㎢
、
上
流
水
源
域
は
洪
積
層
を
基
盤
と
し
関
東
ロ
ー
ム
を
被
る
下
総
台
地
と

そ
れ
を
樹
枝
状
に
侵
食
す
る
谷
津
に
よ
っ
て
構
成
、
長
門
川
を
通
っ
て
利
根
川
下

流
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、享
保
年
間
、天
明
年
間
、そ
し
て
天
保
年
間
の
三
度
、治
水
・
水

運
・
新
田
開
発
を
目
的
と
す
る

掘
割
工
事
が
計
画
・
着
手
さ
れ

ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
挫
折
。

　
昭
和
21
年
、
戦
後
の
食
糧
増

産
な
ど
を
目
的
と
し
て
印
旛
沼

の
干
拓
・
か
ん
が
い
排
水
事
業

が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
経
済
成

長
に
伴
い
都
市
用
水
の
需
要
が

高
ま
っ
た
の
に
対
応
し
て
１
９

６
３
年
に
水
資
源
開
発
公
団
に

よ
る
印
旛
沼
開
発
事
業
が
ス

タ
ー
ト
、１
９
６
８
年
完
成
。推

計
１
９
０
万
人
へ
の
水
道
用

水
、
京
葉
工
業
地
帯
等
の
工
業

用
水
、
印
旛
沼
周
辺
の
農
業
用

水
に
年
間
約
２
億
５
千
万
㎥
の

水
供
給
を
行
う
水
が
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
課
題
の
整
理
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
資
料
収
集
・
解
析
・
モ
デ
ル
化
に

基
づ
き
、
当
面
実
行
す
べ
き
取
り
組
み
と
役
割
分
担
を
定
め
た「
緊
急
行
動
計
画
」

が
２
０
０
４
年
２
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
は
、

〇
み
た
め
し
行
動

　〈モ
デ
ル
地 

区
で
試
行
的
に
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
評
価
・
点
検
・
修
正
し
な

が
ら
流
域
全
体
へ
の
拡
大
を
考
え
る
〉

　
９
つ
の
分
野
：
①
市
街
地
・
雨
水
浸
透
系
、②
生
活
排
水
系
、③
農
地
系
、④
学
び

系
、⑤
冬
期
湛
水
系
、⑥
生
態
系
、⑦
企
業
系
、⑧
印
旛
沼
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
、⑨
市

町
村
み
た
め
し
、を
設
定
、分
科
会
方
式
で
市
民
団
体
を
巻
き
込
み
な
が
ら
推
進
。

〇
わ
い
わ
い
会
議

　〈住
民
と
行
政
と
の
意
見
交
換
会
〉

　
流
域
市
町
で
持
ち
回
り
開
催
、住
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映

〇
印
旛
沼
再
生
行
動
大
会
・
流
域
環
境
フ
ェ
ア

　〈取
り
組
み
を
広
く
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
場
〉

　
県
知
事
、流
域
首
長
も
参
加

■
緊
急
行
動
計
画
の
策
定

■
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
の
設
置

　
流
域
は
都
市
と
農
村
が
混
在
す
る
地
域
で
す
。高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
台
地

部
・
低
平
地
と
も
に
急
速
に
都
市
化
が
進
行（
流
域
人
口
：
１
９
６
７
年
34
万
人
⇩

２
０
０
１
年
74
万
人
）し
、
低
平
地
の
浸
水
被
害
の
頻
発
化
、
沼
の
水
質
悪
化
と
生

態
系
の
劣
悪
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
対
応
し
て
、
２
０
０
１
年
10
月
に
印
旛
沼
流
域

水
循
環
健
全
化
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
の
目
的
は
、
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
健
全
な

水
循
環
の
観
点
か
ら
中
長
期
的
な
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
治
水
対
策
と
水
環
境
改
善

策
を
提
示
し
、
推
進
す
る
こ
と
で
す
。図
に
示
す
５
つ
の
目
標
を
定
め
、
当
初
よ
り

行
政
の
縦
割
り
を
乗
り
越
え
て
流
域
住
民
を
含
む
印
旛
沼
に
関
係
す
る
す
べ
て

の
団
体
・
機
関
が
協
働
し
て
取
り
組
み
が
で
き
る
六
者
連
携
に
よ
る
推
進
体
制

を
取
っ
て
き
ま
し
た
。

印旛沼とその流域の概要

基本理念と5つの目標

六者連携による推進体制

みためし行動
【市街地雨水浸透系】の雨水浸透施設の
設置によって湧き水が復活した加賀清水

わいわい会議
市町での持ち回りで開かれた行政と地域住民との

意見交換会、健全化計画の施策に反映

みんなで築く流域総合水管理のさきがけ

～印旛沼流域水循環健全化会議の
四半世紀の取り組み～

東京大学名誉教授／福島大学名誉教授
印旛沼流域水循環健全化会議顧問
（2022年1月～現在）

同会議委員長（2001年10月～2022年1月）

虫明　功臣
むしあけ かつみ

や  

つ

な
が
と

し
も
う
さ

ほ
り
わ
り

印旛沼流域

印旛沼の水供給エリア
上水道：約190万人に供給

印旛沼の概要
流域面積：541㎢
湖面積：11.55㎢
貯水容量：1970万㎥
平均水深：1.7m
最大水深：2.5m
滞留時間：約22日
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■
水
循
環
健
全
化
計
画
の
策
定
と
実
施
経
緯

　
６
年
間
の
み
た
め
し
期
間
の
経
験
を
基
に
２
０
１
０
年
１
月
に
印
旛
沼
流
域

水
循
環
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、
２
０
３
０
年
度
を
最
終

目
標
年
度
と
し
、５
年
ご
と
に
行
動
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
具
体
的
な
内
容
と

実
施
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Ｗ

Ｅ
Ｂ 

サ
イ
ト「
い
ん
ば
ぬ
ま
情

報
広
場
」
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。こ
こ
で
は
、
要
点
だ
け
を

列
挙
し
ま
す
。

〇
５
つ
の
目
標
そ
れ
ぞ
れ
の

達
成
度
を
示
す
評
価
指
標
を

定
め
、
数
値
化
で
き
る
も
の

に
対
し
て
は
目
標
年
度
に
対

す
る
数
値
目
標
を
提
示

〇
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
下
図
に
示
す
８
つ

の
重
点
対
策
群
を
設
定
、
取

り
組
み
の
内
容
と
実
施
主
体

を
定
め
て
推
進

〇
行
動
計
画
は
、
第
１
期（
２
０
０
９
〜
２
０
１
５
年
度
）、
第
２
期（
２
０
１
６
〜

２
０
２
０
年
度
）、第
３
期（
２
０
２
１
〜
２
０
２
５
年
度
）と
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。第
３
期
で
は
、
新
た
な
政
策
課
題
〜
流
域
治
水
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な

ど
〜
に
対
応
す
る
取
り
組
み
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

　
こ
ち
ら
も
、
主
な
点
に
絞
っ
て
列
記
し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
事
業
と
し
て
は
、水
辺
の
エ
コ
ト
ー
ン
を
再
生
す
る
植
生
帯
整
備
、並
び
に
、広

域
的
な
水
辺
の
利
活
用
の
促
進
、
水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図
る

た
め
に「
印
旛
沼
流
域
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
推
進

■
こ
れ
か
ら
の
発
展
へ
の
期
待

　
計
画
の
目
標
最
終
年
の
２
０
３
０
年
は
間
近
で
す
。上
述
の
よ
う
に
成
果
が
上

が
り
つ
つ
あ
る
反
面
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
、
気
候
変
動
に

よ
る
水
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、対
応
す
べ
き
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
本
年
８
月
に
見
直
さ
れ
た
水
循
環
基
本
法
の
水
循
環
基
本
計
画
に
お
い
て
、「
流

域
総
合
水
管
理
」の
理
念
の
も
と
に
、
流
域
治
水
・
利
水
・
環
境
保
全
を
包
摂
す
る

「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
追
い
風
と
し
、
健
全
化
計

画
の
実
績
の
上
に
推
進
体
制
を
強
化
し
て
新
た
な
印
旛
沼
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

健全化計画における8つの重点対策群

植生帯整備：水質浄化と生態系復元のためのヨシ原と抽水・沈水植物の再生

植生帯整備後の例：水辺には抽水植物、水面下には水草が再生

飯野一里塚とサイクリングロード

市民・市民団体と学生団体が連携して行う
ナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦

〇
教
員
向
け
学
習
指
導
用
教
材－

印
旛
沼

環
境
学
習
指
導
案
集－

の
作
成
な
ど
を

含
む
小
中
学
生
へ
の
環
境
学
習
の
進
展

〇
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
多
彩
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
〜
水
辺
の
清
掃
、
ナ
ガ
エ

ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
な
ど
外
来
種
の
駆

除
、
里
山
や
谷
津
の
保
全
、
環
境
体
験
、

流
域
情
報
交
流
な
ど
〜
の
発
展

かわまちづくり計画
印旛沼沿岸から印旛放水路への進展

ヨシ原
抽水・沈水植物の再生

環境学習のための現地研修会

既往計画
一里塚整備箇所★★

既往計画
水辺拠点整備箇所
新規計画
水辺拠点整備箇所

東京湾

利根川

印旛放水路（花見川）水辺拠点
（花島公園）

花見川サイクリング
コース

（管理用通路兼用）

首都圏自然歩道
（関東ふれあいの道）

自転車道
（未整備区間）

印旛沼自転車道
（県道）

新川遊歩道
（管理用通路兼用）

河川管理用通路
（兼用工作物協定

調整中）

西印旛沼水辺拠点
（佐倉ふるさと広場）

印旛放水路（新川）水辺拠点
（八千代広域公園）
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